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、．　（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

／

　　　　　　　　　　　　　旨J発項目：宇宙実験・観測フリーフライヤ
F

（SFU） （開発）
’

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所、

年度
　　　　　　　　　ドｺ和62年度～平成2年度実績 へ

門 平成5年度～6年度計画
亀 平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 、62 63 元・ 2 9 5 6 最終目標
　　　　　　　（千円）

5，911， 875 2，265，265 3，238》161
メ　　’

3

啄　　、　　　　　、 理工学実験（高電圧黛E　M
L

♂

’

ソーラーアレイ、2次
扉

㌔ 元展開、電気推進、宇PFM ， 一一闘” u’一一一〉 ’

、

’

声， 宙生物学、凝固・結晶
門

成長、プラズマ計測）地上支援設備 ，

＝ “ 天文観測（赤外望遠

亀運　用　　　　　　　　・ 「　　　、 鏡）等各種科学研究の

見

‘

評
随 実施を目的とする。

一　　弓　　　’

1

、

ρ

5
‘

　’A　　　7
’

t

、

「

戸
㍉

一

ζ

　　　　　、
u

卜
1

　　　　イ
@　　3
焉@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癖

《　　1

蒋・記　事　項 エンジニアモデルの開発を完了 フライトモデルの開発を引き フライトモデルの開発及び地 総合試験を完了し、H－Eロケ
繭備　　　　考

り　　　　　　　　㌔
し、

ｵた。
フライトモデルの開発に着手 続き行った。

@地上支援設備の設計製作を引
上支援設備の設計製作を完了し
麹㍽詞ｱを行う。 上げる。

ッ・トにより平成5年度冬期に打ち
文部省、科学技術庁

　　　」 した。
脇

地上支援設備の設計製作に着手 き続き行った。’ ’
打ち上げ後、　　　　　　運用を行い、平成
U年度も引き続き運用し、米国ス

通商産業省の共同計画
ﾅある。
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）
、

開発項目：宇宙実験・観測フリーフライヤ （SFU） の開発
（開発）

r

研究機関名等：通商産業省機械情報産業局，
↑開発・開発研究・研究の別

’

年度 昭和61年度～平成2年度実績 」 平成5年度～6年度計画

平成3年度実績 平成4年度計画1　予算額
61 62 一63 元 2 5 6 最終目標

　　　　　　　（千円）
15， 482， 781 5，637，127

5，757，995　　や

’

宇宙の微小重力を利

E　M 憎して産業技術開発実
1 験を行うため、平成5

PFM 、
1 ト

年度にH－1ロケット
ﾉより打ち上げること

ミッション運用・管御系 ’

｛ を目標に開発を行う。
の開発　、　　・ ’

，

’

システム設計
ミ

曳 ＼

基本設計 砧

’

1

詳細設計

維持設計

ミッション運用 ’

’

「
、

’

ζ

特　記　事　項
●

PFMの開発、試験等を行っ 前年度に引き続きPFMの開 備　　　考

ノ　　　　　’

ステム設計を行った。

　61年度は産業ニーズを調査し
ｳ人宇宙実験システム（宇宙実
ｱ・観測フリーフライヤ）

@62年度は前年度の成果を踏ま
ｦ、　　EMの基本設計及び要素技

のシ

た。

@　　　　　　　　　　　　ノ

発及び試験等を行う。

@㎡

ルにより回収する。

　平成5年度にH－Hロケットに
謔闡ﾅち上げ、数ヶ月運用し宇宙
ﾀ験を行った後、スペースシャト 　　　　　　1

u　　　　　　、　　ノ

術開発を行った。
@63年度はEMの製作に着手す

A
、

㌔’

るとともに、 詳細設計に着手し
た。

@元年度はEMの製作及び詳細

♂

設計を行った。また、ミッシ白
悼^用に必要な地上設備である
~ッション運用・管制系の設計

i

’

／　　　　ケ　　，

@　’

に着手した。

@2年度はPFMの設計、 開発
及び詳細設計課を行った。 覧

「

し

ず

’

’

！

’
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開発項目：第一次国際微小重力実験室
防

（IML一 1）計画参加のための開発

研究機関名等：宇宙開発事業団

年度 昭和63年度～平成2年度実績
　　　せｽ成・3年度実績 平成4年度計画

　、

ｽ成5年度計画、

，　　　　予算額 63・ 元 2 ㍉　　　　　　　〆 最終目標
（千円）

一
f

／

事項 7σ1，311 0 0

、

要素試作試験 　FMPT開発成果の
?p及び有人宇宙実験E　M

、　製 ・試験
、　　　　　　　　　　打上げ

技術の蓄積並びに宇宙
ﾀ験機会の確保を図PFM NASAインテグレーション　　　　　　　　　、 スペースシャトル る。

F　M　可

、

概念設計
■

予備設計
一
●

基本設計
へ

、

システム設計 運用解析 飛行後解析

詳細設計’

特　記　事　項 ・次期宇宙実験の研究として、 ・NASAによるインテグレーシ ・引き続き、飛行後解析を行 備　　　考
”

IML一 1計画参加の構想を ヨン作業完了後、平成4年1月 つ。

取りまとめた。 にスペースシャトルで打ち上げ
・有機結晶成長装置及び宇宙放 その後飛行後解析を行った。

　　、n
、 射線モニタ装置が搭載される

こととなった（NASAが選
’

定）

・搭載実験装置についてFMP
Tからの変更部分の試作試験

i

を
行
っ
た
。
●

PFMの製作・試験に着手し

、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽

た。

● PFMの製作・試験を引き続
き実施し完成させた。

r ・PFM完成後、 NASAへ輸
碧し、 NASAでのインテグ

1

レーショツ作業に供した。 f

・NASAによるインチグレー
、

ション作業を実施した。

〉

7

｝

＼
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勧 ＿＿＿
I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一J発項目：第二次国際微小重力実験室 （IML－2）計画参加のための開発
、

一

研究機関名等：宇宙開発事業団

年度 平成元年度～平成2年度実績 平成5年度～6年度計画
平成β年度実績 平成4年度計画

ハ

｝予算額
元 2 5 6 最終目標

　　　　　　　（千円）

293， 637 332，223
827，640　｝

要素試作試験 FMPT開発成果の
惰

活用及び有人実験技術
E　M 打上げ の蓄積並びに宇宙実験

尭

製作試験　　　NASAインテグレーション
スやスシヤトル

機会の確保を図る。

PFM 「

システム／地 試験

基本設計 、

与

▽CDR
詳細設計 惚

1

「

維持設計／リハーブ

維持設計

＼

地上支援装置整備 運用訓練／運用解析 飛行後解析

実験運用
ト

’

r

特　記　事　項 ・次期宇宙実験の研究として

@IML－2計画参加の構想
・PFMの製作試験を行った。 ・PFMの製作試験を引き続き実 ・スペースシャ トルにより平成6

　　　　♂
�@　　考

　　　　　　　炉　　　　へ　　　　　　　「

f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@己
@　　　　　’
@　　　　　　F

を取りまとめた。

fテーマの選定を行った。●試験に着手した。

・搭載候補実験装置及び実験

Vステム設計及び要素試作

E装置の搭載性等の確認のた

・PFMの維持設計及びNASA
ﾆのインタフェース調整を行っ
ｽ。

施し完成させた志度、NASAへの輸送、インテグレーション

?ﾆを行う。

@　A

・運用については、
p訓練等を実施するともに、
O三に実験装置を持ち帰り、
ﾍ作業を実施する。

年打ち上げられる予定である。
@　　　　　　　運用解析、運
@　　　　　　　　　　　飛
@　　　　　　　　　　　解

へ）／

めに地上実験に着手した。
o PFMの製作試験に着手し ’

た。 山

・運用のための地上：支援装置
訓練用装置の整備に着手し
た。 」
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

開発項目：軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ （開発）

、研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
、

年度 ～平成2年度実績
平成3年度実績 平成4年度計画 平成5 年度計画

予算額 最終目標
（千円）

’

ノ

事項 512，456
雪

1 通商産業省及びドイPFM γ

ツに協力して、微小重
、

力等の宇宙環境を利用M－3SIロケット
@　　　　　　　8号機

戸

した先端産業技術開発
ﾉ関わる実験手段の多

　　　冨A 様化、及び今後の研究
開発において必要とな
る大気突入技術、回収

、 技術等の課題に対応す
る学術的な研究を行う
ことを目的とする。

t

’

、

一

膚

も
㍉

特　記　事　項
し フライトモデルの開発（一 総合試験を完了し、M－3SI 備　　　考

憶
部）に着手し、及び総合試験を ロケットにより平成5年度冬期に
行う。 打ち上げる。 微小重力等の宇宙環

境を利用した先端産業
技術の開発を促し、ま

　　、
た将来の惑星探査にお
ｯる惑星大気投入プロ
一ブ等の技術を獲得す

串 L

るなどの技術的波及効
ﾊを期待できる。

ぞ

叩

ノ

’

趨
働

㊥
窃

＿1

（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

　　　　　　　「J 発項目：軌道上からの無人回収システム（EXPRESS） の開発　　（開発） L

研究機関名徳：通商産業省機械既報産業局
レ

↑開発・開発研究の研究の別

年度 ～平成2年度実績 平成5年度～6年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 2
、 5 6 最終目標

　　　　　　　（千円）

枕?ﾀ 28，940　， 715，703
3，465，721　り

宇宙空間における先

E　M 端技術実験の適切かっ
機動的な実施を可能と

PFM
’

し、産業の宇宙利用の

システム設計 ｛

効率的な実現に資する
ｩ立帰還型無人宇宙実
ｱシステムの開発を行

基本設計 う。

」

詳細設計 r

維持設計 ’

‘

インターフェイス調整 、

＝、　　　　　　　　　　　　　、

、
、

’

’

’

r 、

，

ト
ノ

4

η

o

ノ

、

へ、ノ

ζ特〆記　事　項 PFMの開発及び詳細設計を 備　　　考

π

　軌道上からの無人回収システム
ﾉ適合する宇宙環境利用実験装置
ﾌ研究に関するF／Sを実施する
ｽめ、本システムに関する内外の
Z術動向調査、概念設計及び要素

　前年度の成果を踏まえ、本シ
Xテムの基本設計及び要素技術
J発を行った。

�@　胤

行う。

　平成5年度に、M－3siロケットにより打ち上げ、数：日間運用し、宇宙実験を行った後、軌道上から自立的に帰還する。

’

“ 技術の検討等を行った。
孝　　　　　　　　　　　　　　　　！
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P
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（宇宙輸送分野）

　　　　　　等
､究機関名等：通商産業省機械言誤産業局

開発項目：軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）・の開発（開発）　　　　　　　　　　　　　　」

↑開発・開発研究・研究の別

年度 ～平成2年度実績 平成5年度～6年度計画
’　平成3年度実績 平成4年度計画

予算額
5 最終目標

（千円）・ ノ

事項 1，887，544

製作・全段組立・打ち上げ ’

　我が国の微小重力環
ｫ下での実験機会を確

穐 保するために、自立的
に回収が可能な無人回

r
収システムを低軌道に

■ 打ち上げるためのロケ
竃

」

ットの開発を行う。

一

凶　　　　一
　　∂A

、

、

〆

L 3

「　’

～　　　　　　　て

、

＼
、

特　記　事　項・ M－3SIロケットの設計等 平成5年度冬期を目指し、文部 備　　　考
に着手する。 省宇宙科学研究所と協力してM一

F 3S】エロケットを打ち上げる。
ワ

ノ

、

一

｝

F　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　’
”

穐

’

、 ！

｝
L
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欝 欝

」

（人工衛星共通技術の分野）

開発項目：技術試験衛星VI型（ETS一～の （開発）

研究機関名等：宇宙開発事業団 、

1　　　　　　年度 昭和58～平成2年度実績 平成5年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 58～60 61 62 63 元
21

、 5 最終目標
　　　　　　　（千円）

17， 542， 032 12，367，038 ．　5，086，835
H－1ロケット試験

E　M 、

△打上げ 機の性能を確認すると
「　　　　　　　　　「 ともに、1990年代にお

PFM　　　　「 、

再 ける、高性能の実用衛
、 星の開発に必要な大型

概念設計 1 静止三軸衛星バス技術
噂 の確立を図り、併せて

予備設計 高度の衛星通信のため
の技術開発及びその実

基本設計’ 験を行う。
（ミッション；期間：

、詳細設計
甲

卸

眠

’ 衛星バスは10年、

（H－IIロケット
@　　試験機2号機）

3年）

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

、

一

／
「

　　　一I

テ

亘

、

卜

炉

、

〆、 A　／

竃

・　特・記　事　　項 ①　引き続き、詳細設計を行っ ①　引き続き、PFMを製作す ①引き続きくPFMを製 備　　　考

：　・ の製作を行った。

　　衛星本体の概念設計、予備設計丞び①　基本設計を完了し、詳細設計を行っ　　　　　　　　　　　う・た。②　EMの製作を引き続き進め、

PFM

　た。

A　引き続き、EM及びPFM
@の製作を行ったガ

る。 　卜する。

A平成5年度に、H－H
@ロケット試験機2号機に
@より打ち上げる。　　’

　ロケット及びバス機
墲ﾌ開発は、宇宙開発
幕ﾆ団が、ミッション
@器の開発は宇宙開発

、　　　ノ　　・ン 　　「k

事業団、日本電信電話
博ｮ会社及び郵政省通

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　L

∫　ノ 信総合研究所がそれぞ
齦ｪ担して行う。

、

t　’

塙

ド

，

、

じ

一41一 ’

’
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（通信）

開発項目：衛星間通信技術の研究開発 （開発）
　’

A

研究機関名等：郵政省通信総合研究所 ♪

年度 昭和61～平成2年度実績 平成5年度～9年度計画 r　　　、

予算額
平成3年度実績 平成4年度計画

5 6 7
8
． 9 最終目標

、

（千円）
1

’
一

ノ

事項 ’　　　665，435 i89，554 259，364
マ

“

技術試験衛星VI型搭載

ﾀ験装置の開発
場　　　r

　ム

dTS
　r
@　庫
uI打上1

、

習

㌔

　Sバンドによる衛星
ﾇ跡・データ中継技術
�m立する。また、ア
レー型マルチビームア・Sバンド衛星間通信

ﾀ　験　装　置
L つ。

@ミリ波帯でのパーソ・ミリ波衛星間通信
ﾀ　験　装　置

ナル衛星通信及び衛星
ﾔ通信実験を行い、ミ
リ波帯衛星通信技術を

・光衛星間通信
ﾀ　験　装　置

、 開発する。

�q星間通信の基礎

地上実験施設整備 衛星間通信システムの

実　　　　　　　　験
基礎資料を得る。

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ゴ、

ヤ

ヤ

4
」

㌧、

　七C　　r

、

8

ド

一

特　記　事　項 Sバンドマルチビームアンチ 開発した実験装置を技術 実験機器を搭載したET 地上実験施設の整備を行う。 備　　　考
ナ、衛星搭載用ミリ波中継器、光
ﾊ信実験装置を開発した。

試験衛星VI型（ETS－
uDに搭載した。
@地上実験装置の整備を開

S－VIの試験を実施する。
n上実験施設の整備を引
ｫ続き行う。 各種の通信実験を行う。

　ETS－VIの打ち上げ後、’地上の擬似衛
ｯ等を用いて衛星間通信実験を行うほか、

擁した。 ，

㌧

し　　　」

r　　、

’　／　了

ご　　r ｝

♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

ノ

へ

一

｝

，磯診 ㊧＿．

鐙・ 萄

　　

@　

@　

@
燗
．

　　
@　@　@～

〆ら

監’

開発項目：技術試験衛星W型 （ETS－W）の開発研究 （開発研i寒）

一

研究機関名西：宇宙開発事業団 〆

年度 平成 5　年～ 8　年度 計　画

予算額・
平成4年度計画 5 6 7 8

　」

ﾅ終目標
　　　　　　　（千円）

1，046，386　　　　　　　　u

ランデブ・ドッキン

BBM
’打上げ
グ技術及び宇宙病ロボ
@トの基礎技術の実験

E　M △
ツを目的とし、H－1ロ

ケットにより打ち上げ
、 1

PFM　　　　　　　， ’
畳

： る。

PDR CDR ： 打ち上げ後、上記技
予備設計 △ △ i組 術の実験を行う。

iみ （ミッション期間：
基本設計 i込 ・　　1．5年）

，
評

L iみ
詳細設計

！ …

’
…

維持設計 し　　　　　　　㌦
， ：

…

’

搭載ミッション機器
● …

…

BBM．
〆

’

戸

：

E　M、　　　・ i

PFM　　　　　　　　｛
一

ノ
‘

k

！

へ＼／

晒

特　記　事　項
① 衛星本体の予備設計、 基本設計、 　　　、ﾚ細設計及び 備　　　考

　　　　　　　↑

f　　　　／

「　　　、

　　衛星本体の予備設計を行う。①②衛星本体のBBM試作試験を

@行う。
B搭載ミッション機器のBBM
@試作試験を行う。

@「

　維持設計を行う。
A衛星本体のBBM、　，

@の製作を行う。
C平成8年度頃に、
@げる。

③つ
kミ。シ。磯器のBBM、

　EM及びPFMの製作を行

g－Hロケッ

EM及びPFM
gにより打ち上

①TRMMとの同時
@打上げである。
@　通商産業省、郵政②　省通信総合研究所及

@び航空宇宙技術研究
@所は、ETS一十に

　　　　　　　　声
ﾏ」

｝

より宇宙ロボットに
ﾖする先行的な実験
を行うことを計画し

、

戸
」 ている。

隔

｝

旨 1

玉

」

／

一43一
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、

一44一
＼

、

　　　　　　　rJ発項目：トラス構造物遠隔操作実験に関する研究 （開発研究）

研究機関名等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

年度 ～平成2年度実績 平成5年度～6年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画 ’

予算額
一 5 6 7 8 9 最終目標

　　　　　　　（千円）

4，120 14，214
ノ

E　M
一 宇宙実験を柔軟かっ

効率的に進めるための
一

PM又はPFM テレオペレーション／
eレサイェンス技術の

lF　M
確立を図る。

概念検討
、

甲

、

予備設計
ρ

実験、実験データ解析　等 　十m 　　　ム
dTS一孤打上げ

甲
6

テレオペレーション／テ ＿　　＿　　＿　　，　■　　圏　圏　o　　o　－　9　　■　■　o　層　■　曹　冒　■　帽　響　，　曜　一　，　曜　凹　一　　　　，　，　璽　7　昌　噸　．　．　・　　． o　　■　　甲　　，　　．　　■　　．　　「　　”　　霞　　「　　卿　　，　　．　　句　　一　　曜　　一　　　　顧　　一　　・　　・　曽　　．　　，　　騨　　．　　雪　　．　　．　　曹　　，　　．　　，　　．　　「　　．　　■　　．　　． ，　　．　　，　　鳴　　●　　．　　7　　●　　印　　吻　　噌　　●　　o　　o　　o　　，　　，　　墨　　，　　，　　．　　．　　．　　．　　●　　7　　．　　層　　層　　口　　甲　　圏　　顧　　・　　．　　曾　　・　　，　　・　　・　　「 隔　　．　　．　　圏　　o　　・　　，　　o　　．　　．　　”

・一響7一．曜，
噂　　圏　　圏　　曜　　，　　一　　騨　　冒　　曹　　幽　　o ■　　■　　●　　，　　■　　囎　　ゆ　　騨　　o　　虚　　凹

一■墨凹■，■o・

レサイエンス技術の研究
、

ノ’

＼

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

特　記　事　項 軌道上実験におけるロボッ 運動シミュレーションソフ 搭載トラス供試体及び地上遠隔操作系の 備　　　考
ト及びトラス構造物の運動の トウェアの整備を進めるとと 開発を行い、 ETS－Wでの実験を行う。

㌔
告 シミュレーションを行うソフ もに、遠隔操作対象トラスの テレオペレーション

トウェアの整備に着手した。 一次試作を行い、ETS一直 ／テレサイェンス技術
また、ETS一孤の搭載実験 での軌道上実験系の検討を開 の研究は、従来より
機器について、関係各機関と 始する。 「宇宙環境利用実験技

調整を行った。 また、ETS－V旺の搭載実 術の研究」の中で推進
㌃ 験機器について、関係各機関 してきている。

と調整をさらに進める。

〆

’
（

一蓋…＿

翻，

．＿＿＠＿＿。

　　緯
一岬　　　　▼叩一一脚・岬

鳳

一
顧
捲

　　

@鴫

ﾊ
町

（人工衛星共通技術の分野）

’

開発項目：技術試験衛星孤型 （ETS一～①搭載用宇宙ロボッ ト要素技術試験装置の開発 （開発研究）
、

研究機関名等：通商産業省機械情報産業局 ↑開発・開発研究・研究の別

年度 ～平成2年度実績 平成5年度～10年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 ’
5 6 7 8 9 10 最終目標

、

．　（千円）
「

事項
r 82，353

「

u 技術試験衛星W型P　M ダ △
ノ r 打上げ （ETS一～①におい

て、高機能ハンド実証PFM ’

実験を行う。
’

鵬設計　　　・
，予備設計 ，

基本設計
、

詳細設計

実’験 ’

’
’

’ ♂

4
’

の

！ ，

特　記’事　項 平成3年6月に関係省庁間 平成8年度頃、 技術試験衛星W型 備　　へ考
P で取り交わされた暫定インタ （ETS一～① にて打ち上げ予定。

忌

一フェイス仕様に基づき、概

，

念設計、予備設計、及び部分
詩?iの製作に着手する。

「
’

、
卜

ケ

い
、

唇

／
丘

3L @　　　　　　　『

し

’

ノ 一45一　　． ’
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（人工衛星共通技術）

」

開発項自：宇宙におけるアンテナ組立・テレオペレーション技術の研究 （開発研究）
F

研究機関名望：郵政省通信総合研究所、

撃　　　年度 昭和61～平成2年度実績 平成5年度～6年度計画
鳳

平成3年度実績 平成4年度計画
予算額 5 6 7 8 9 最終目標

（千円） ノ

事項　　　・ 59，030 5，367 9，000
、

「

　　　　　　　、A

し

ノ
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　！

大型アンテナ組立技術 　宇宙用大型アンテナ
ﾌ組立、試験及び応用

　　　　　　　　　1Z術試験衛星田型搭載用
牛㈲@構　　　　　　一 　ム

dTS－VU

に関する技術開発を行い、技術試験衛星三型

iETS一～贋）及び宇

BBM試作 、

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星 打上 宙ステーションにおけ
驪Z術実証を通じて、
将来の宇宙技術の基礎EM／PFM を確立する。

’

地上施設整備
’

、

実験

，

　　’A v

与

ρ

℃

、

’

卜

疋

、

特　．記　事　項 宇宙における組立型アンテナ 組立型アンテナ地上試験モデル ETS一孤による組立型アンチ 宇宙用大型アンテナの組立シ 備　　　考
の技術開発として、アンテナの を用いた組立実験設備及び電機性 ナ要素技術の宇宙実証及びテレオ ミュレーション実験施設を整備

地上試験モデルの開発を行っ 能試験設備を整備し、実験及び特 ペレーション技術開発のため、衛 し、 アンテナ組立技術の開発を

’

た。 性測定を行った。 星搭載用結合機構のBBMの開発 行う。
∋ また、ETS一三の搭載実験機 を行う。 衛星搭載用アンテナ結合機構

疋 器について、関係機関と調整を行 を技術試験衛星W型 （ETS一
腎

μ つたび ⑳ に搭載して打ち上げ、 宇宙
セ

での実証実験を行う。

5

　　　　　　冒
A

戸
、

｝ 〆

＆

輪晶

轡

＿＿漆塾
　　　　働

～、

（宇宙輸送の分野）

可

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所　　　　’

開発項目：M－3SIロケット・（開発）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

昭和56～平成2年度実績
　　　　’ｽ成5年度計画

平成3年度実績 平成4年度計画　　　　　　　年7度

@　　予算額
@　　　　　（千円）

56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 最終忌引

3’0，029，772 2，701，678 3，989，600
塗

」

、

！

　　　

@　ゴ

Q　　　　　　　　聾

’

　り

@　　　　　　　、

@　　　r

A

設計

J発試験　SB－735

@　　　M－2B

@　　　M－3B
@　　　蔭@　　　KM－P

@　　　KM－D・
@　　　　　ノ@　　　KM－M

@　　　KM－L
ｻ作・全段組立・打上げ

@、　　　　　　　’

@　　　　　　∫
@　　　　、
@　　　　ρ

@　　　　　　　’
ﾏ

1号機
@12号機

、
　
　
　
＼
　
〆

3号機

4号機 、

5号機

’

6号機 γ　’

手 7号機　　1 γ 、
γ8号機

備　　　考
特　記　事　項

@　　｝
@　　　　　　　費　ノ

@　　　　　　愉@　　　　　，@　　　　　　b
@3　　　　　　　　　　　　ノ

@　　　　　　、

6号機：第14号科学衛星
uようこう」を3．8．30打上げ

@　　　　　ヤ

　4年度冬期に7号機で第15
?ﾈ学衛星「ASTRO－
c」を打ち上げる。

　通商産業省及びドイツに協
ﾍして、5年度冬期に8号機
ﾅ軌道上からの無人回収シス

eム「EXPRESS」を打
ｿ上げる。

，

・　’　一47一
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（宇宙輸送の分野）

、

！　、

開発項目：M－Vロケット （開発）
P　　　　∫

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
へ

年度 ～四ｽ成2年度実績 平成5～8年度計画
6

平成3年度実績 平成4年度計画
　　　、
黶@　　予算額
@　　　　　（千円）

」 5 6 7 8 最終目標

事項 1，852，500 3，509，300 3，675，200

開発試験
、

i

M－14
「

、

M－24
ト

、

M－34
ト

製作・全段組立・打上げ
A

1号機 γ

2号機 γ

、3号機 γ

も

、

鳳

ノ

ノ

特　記　事　項 開発試験に着手した。 引き続き開発試験を行った。 引き続き開発試験を行う。 開発試験を完了し、 備　　　考
6年度に1号機で第16号科学衛

星「MUSES－B」 を打ち上げ
「

る。

7年度に2号機で第17号科学衛

星「LUNAR－A」 を打ち上げ
4 る。

〆

」 星「PLANET－B」
8年度に3号機で第18号科学衛

を打ち上
げる。

，

｝

鼎＿一

斗

＿鐸勤

窃、

岬硬　　　㎝

一
　　

@　
@　

r

！

開発項目：H－1ロケット （開発）

、

研究機関名等：字宙開発事業団
「　　　　≧

r

・　　　年度 ～平成2年度実績 平成5年度計画
平成3年度実績 平成4年度計画 最終目標

予算額
　　　　　　　（千円）

189，・543，340 ＆，148，466 u

打上げスケジュール　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　」

ﾝ計研究、予備・基本・詳細・一　　　　　　　　　　維持設計

↑＃8　　　　倉＃9
iBS－3b）　　　　　　　　（ERS－1）’　P　　　　維持設計

卜　　　　　　　　　　r 　　　　　　　　　　　　　’

_

　ロケットの第2段に
t体酸素、液体水素を
юi薬とするエンジン
�ﾌ用すること等を図
閨A重量約550kgの静
~衛星打上げ能力を有

設計　　戸

開発基礎試験・実機型試作試験
するロケットを開発す
驍ｽめ、昭和61年度に

開発試験 5 2段式試験機を、昭和

製作・，全段組立
，

－

62年度に3段式試験機
�ｻれぞれ打ち上げ、

打上げ準備

｝　　　　　　　　　’TF＃1　＃4　　　　　　　　　TF＃3　＃5

＃8　　　　　　　＃9
その後、実用衛星の打
ｿ上げに利用する。

＃6TF＃2
狽V 、　　　　「

’

－

ゴ

「

、

▼

｝

憎

ド、

、

記　事・項 ①　H二1実機5号機、6号機 賎

「、 備　　　考
特　　　F　戸♂　　　　’　　　　　　　　　　P

　　H－1ロケットの概念設計）①　予備設計、基本設計、詳細設計

@維持設計を行った。
@　第2段の液酸・窯跡推進系、②　慣性誘導系、第3段固体モータ

@などの試作試験を行った。
@　実機製作を進めた。③　（GTV、　TF＃1、　TF＃2、　TF＃3、　＃4、

@　＃5、＃6、＃7、撒8、＃9）

　の製作を行った。

f

ド　　　　　　　　ヒ

’

平成3年8月25日置
g－1ロケット8号機
ﾉよりBS－3brゆ
閧R号bjを、平成4
N2月11日、H－1ロ
Pヅト9号機によりJ
dRS－1「ふよう1
?vを打ち上げ、それ

1 それ所定の軌道に投入
した。

@これにより、H－1
　　　　遭g

ロケットに係る計画は
全て完了した。

『

i

一49一
～
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（宇宙輸送の分野）

←

開発項目：H－Hロケット （開発）

研究機関三等：宇宙開発事業団

年度 昭和58～平成2年度実績
’ 　　　　　　　　零

ｽ成5～6年度計画
1 平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 5 6 7 最終目標
（千円）

事項 164，531，358 35，194，142 44，607，596
打上げスケジュール 　　　　　　　　Lf

△ ↑ ↑　↑ ↑ ロケットの第1段に

GTV TF妻1 TF＃2　TF＃3 F拠 液体酸素、液体水素を
P 予備・基本 予備機 推進薬とするエンジン

　　　’、　詳細設計、システム研究　維持設計

維持設計
を採用すること等を図
閨A重量約2トンの静

設計 止衛星打上げ能力を有
システム設計 するロケットを開発す

ρ るため、平成4年度に
研究開発　　開発・基礎試験 試験機1号機を、平成

－

5年度に、試験機2号開発試験
試作試験 機及び試験機3号機

製作・全段組立 を、また、平成7年度
｝ 実機製作 に4号機を打ち上げ

打上げ準備 る。

TR＃1、 TF＃3、
一

’ TF＃2、 F＃4

特　記’事　項 ① システム研究、システム設計、予備・ ① 維持設計を進めた。 ①維持設計を進める。 ① 維持設計を進める。 備　　　考
基本・詳細設計、維持設計を行 ② 下記システムの試作試験 ②　下記システムの試作試験 ② 実機製作を進める。
つた。、 を行った。 を進める。 ③ TF＃2、　TF＃3、　F＃4の打
② 下記システムの開発基礎試験 第1、2段推：進・油圧系 第1、2段推進・油圧系 ち上げを行う。
を行った。

一

衛星フェアリング、火工品、 衛星フェアリング、火工品、誘

　　　　　　　　　　　｝謔P段構造・推進系k衛星フェアリング、計測通信系’固体ロケットブースタ 誘導系
謔P段エンジン（認定型）
ﾅ体ロケットブースタ（認定型）

　　導系
@　第1段エンジン（認定型）　・

B実機開発を進める。
③ 下記システムの試作試験を行った。 ③ 実機開発を進めた。 （TF＃1、　TF＃2、　T
第1、2段構造・推進管・油圧系 （GTV、　TF＃1、　TF＃2｛TF F＃3、予備機、4号機）

炉 衛星フェアリング、火工品 弾3、予備機） ④ステージ燃焼試験設備、
誘導・計測系 ④ 4号機の開発に着手し 射場設備の建設を進める。

第1段エンジン た。（F＃4） ⑤大型フェアリング及び複数衛星

固体ロケットブースタ ⑤ ステージ燃焼試験設備建 打ち上げシステムの開発を
（原型・実機型・認定型） 設、射場設備の建設を進め 進める。

’

④ 実機開発を行った。（GTV、　TF た。 ⑥　GTV作業（平成4年度
r

＃1、　TF＃2、　TF＃3）　　　　　　　　　　　’ ⑥ 大方フェアリング及び複数衛星 分）を行う。引き続いて、
⑤ 予備機の開発に着手した。 打ち上げシステムの開発を 開発CFTを行う。

！

⑥

（予備機）エンジン燃焼試験設備、・ステ

⑦
進めた。

@GTV作業（平成3年度
⑦　TF＃1の打ち上げを行
@う。

｛ 一ジ燃焼試験設備及び射場設備 分）を行った。

⑦
の建設を行った。
@大型フェアリング及び複数衛星打ち

繧ｰシステムの開発を進めた。

一 　｝
Y

、

豊『 麟一

一
1
－
1
』
胤

　　
@　
@　
@両

轡、 翻

開発項目：J－1旦ケットの開発研究 （開発研究） 、

研究機関名望：宇宙開発事業団 L

r

i　　　年度 平成 5～7年度計画
予算額

平成　4　年度計画
5 6 7 最終目標

　　　　　　　（千円）

433，679。
〆

△　　↑ 小型、安価な打上げ

　　　　、u
ド　　予備設計

基本設計 詳細設計
GTV　TF毒1
ﾛ持設計

需要に対応するため、

瘠O道へ1トン程度の
輸送能力を有するロケ

1．設計
｝　　歪

、、

ットの開発を行う。

、

開発基礎試験
P

2．開発基礎試験
」

TF＃1機体製作
3．機体製作

r

唖　’

打ち上げ二二施設設備
’

－

’ H－1施設の撤去
1．射場施設設備の撤去

’

シスデム検討 射場施設設備の整備
2．射場施設設備の整備　　　　　　　r電

特　記　事　，項 J－1ロケット開発のため以下の J一、1’ロケッ ト開発のため、 以下の作業を 備　　　考

曹
’
1

，　　　　　　　　「

@　L

　　　　！

作業を行う。
i1）予備設計、システム検討

A試作試験
@①構造系試作試験
@②電気系試作試験
@③風洞試験
i3）射場施設設備の撤去
@　H－1関連：不要施設の撤去

行うことを計画している。
i1）基本、詳細、

A試作試験
@①
@②
@③風洞試験
i3）

i4）実機製作の着手

　　　　　　維持設計

¥造系試作試験
@電気系試作試験　　　　　，

ﾋ場施設設備の整備

、、

　H一∬ロケッ、ト及び

l－3SIロケラトの
J発で得られた技術を
gみ合わせることとし
ﾄ、文部省宇宙科学研
?鰍ﾌ協力を得て開発
�sう。

　’
@、
秩@　　　　　F

f r　　　　　「
　　射場施設設備の整備（4）　　射場点検設備システム検討

、
鞠

’

’

一

昏

’

｝　　　　　　「

、

ノ

1
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〆
「
／
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1

遷塾、

轡 ・鐙

（人工衛星及びロケットの開発に必要な施設）

，

開発項目：人工衛星試験設備の整備、

研究機関名等：宇宙開発事業団

・　　　年度、

@予算額
昭和61～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
1

　　　　　　　（千円）

21，099，511
50，104　、

425，359

　　　　　　戸
　ERS－1以降の大型衛星試験
�sうために必要となる第2大型
Xペースチャンバ、大型音響試験
ﾝ備等の試験設備及び総合環境試
ｱ棟建屋の整備を行った。
@また、ETS－VI南北制御用イ

　2年度に引き続き三軸姿勢制
艫Vステム試験設備の改修を行
､とともに、ETS－VI衛星間
ﾊ信実験に必要な設備を設置し、
ﾀ験を実施するための建屋を整
�ｵた。

　三軸姿勢制御システム試験設
�ﾌ改修及びETS－VI衛星間
ﾊ信実験棟の整備を引き続き行
､。

　人工衛星の開発に必要となる各
寛詞ｱ設備の整備を行う。

‘ オンエンジンスラスタの寿命試験
‘ 、を行うために必要となるイオンエ

ンジン試験装置及び建屋の整備を 一

ρ 行うとともに、地球観測プラット
フォーム技術衛星（ADEOS）
の開発試験を実施するために三軸
姿勢制御システム試験設備の改修
を行った。　　　　　・

ヨ

の

、

降

1
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8
’
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、

一56一
慧

ノ　　　　受

開 　　　　　　　　　　　　　　㌔ｭ項目：リモートセンシング情報受信処理設備の整備
「

’

研究機関名等：宇宙開発事業薗
、

　　　　年度，

¥算額

～平成2年度実績　　　　　　㌧

平成3年度実績
　　　　」ｽ成4年度計画 最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　く千円）事項

8，248，145 2，271，706 3，1・37，317

’　　　■

　一@地球観測データの提供システム
yび提供ソフトウェアの開発を行
ﾁた。
ALAmSAT、SPOT、　MOS－1／1bの受
M処理等の運用を実施し、利用者へのデータ提供を行った。

B地球観測衛星システム検証を行
?ｽ。

①LANDSAT、』SPOT、　MOS－1／1bの

�M処理等の運用を実施し、利
p者へのデータ提供を行った。

AJERS－1のミッション運
p管理設備の打上げ前準備及び
炎匀^用を行った。
B地球観測衛星システム検証を
sった。
C地球観測データのより有効な

　　　　　9@LAmSAT、SPOT、　MOS－1／1b、
dERS－1及びJERS－1の受信処理等
ﾌ運用を実施し、利用者へのデータ提供を行う。

A地球観測衛星システム検証を
sう。
B地球観測データのより有効な
?pをはかるために地球観測データ情報システムの開発を行う

　国際的な観測データのネットワークシステムによる地球観測デー

^の効率的な利用を行うとともに、
?p者へのデータ提供等を行う。 心

利用をはかるために地球観測デ とともに、海面密度等データセ
一望情報システムの開発を行う ットの作成、提供システムの開

とともに、海面密度等データセ 発を行う。
● ットの作成、提供システムの開

発を行った。 、

ρ

ノ

、

　覧A ／

董

¢

ノ

ダ

’

ノ

ワ

翻

’　、

’ 、

w

’

’
、

＼

，

げ
、

，

！ ，　　　｝

（

、

磁塾

ノ

轡 鐙

，　「

開発項目：地球観測情報システムの整備
へ

研究機関名等：宇宙開発事業団 ‘

・　　　年度

@予算額
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画 最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

枕?@、
」 50，240

㌔　　　　’

@　　　　　　　　／

①地球観測清報提供技術の開発と
ｵてカタログネットワークの整備、
fータ伝送処理システムの検討及
ﾑ国際宇宙年対応データセットの
?ｬに着手した。

①データ応用解析システムの切詰を行った。　　　　　　　　r

@　　　言

①データ総合管理／提供システ
?yびデータ応用解析システム
ﾌ設計検討を行う。・

　地球観測データの利用を促進し
L効に役立てて行くための環境整
�ﾆして、データ総合管理／提供
Vステム及びデータ応用解析シス
eム等の開発・整備を行う。

’

’

’
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ミ

（人工衛星及びロケヅトの開発に必要な施設）

開’
ｭ項目：Mロケット支援設備 （施設の整備）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所 ’　　　　　　　　　　　　　　、

年度
’

昭和55年～平成2年度実績 平成3、年度実績 平成4年度計画
予算額 最　終　　目　標 ’備　　　考

（千円）

事項 、　　　　　4，　8　6　1，　9　4　0 794，950 665，050
ρ

「新整備塔、ランチャの製作を行 引き続き地上燃焼試験設備の 地上燃焼試験設備の製作並び 4年度に第15号科学
っ’ ｽ。新整備塔、ランチャを使用 製作を行うとともに高空性能試 に高空性能試験設備の製作を完 衛星（ASTRO－D）をM一

し、6M－3S－3、4号機を打ち 験設備の設計製作に着手した。 了する。 3SH－7号機で打ち
上げた。新整備塔は更に発射装置 7 上げる。

換装を行い、M－3SI型に改修 通商産業省及びドイ
され、59年度に1号機を打ち上げ ツに協力して、5年度
た。 に軌道上からの無人回
高空燃焼テストスタンドの更新 収システム（EXPRESS）

に着手、製作を完了し、M－23、 をM－3SII－8号機
M－3D、　M－3B、　KM－Pの で打ち上げる。

艦 地上燃焼実験を行った。 6年度に第16号科学
大型構造試験設備の設計製作を 衛星（MUSES－B）をM一

「 行い、それを用いてM－3SI型 ρ V－1号機で打ち上げ
の1、2段接手で尾翼筒等の最終 る。

強度剛性試験を行った。 7年度に第17号科学
i 60年度に新整備塔を用い第10号 衛星（LUNAR－A）をM一

科学衛星（PLANET－A）をM－3S∬ 帆 V－2号機で打ち上げ
一2号機で打ち上げた。 ！

る◎

61年度に第H号科学衛星（ASTRO 、 8年度に第18号科学
一C）をM－3SI－3号機で打ち

、

冒

衛星（PLA冊T－B）をM一
上げた。 V－3号機で打ち上げ
63年度に第12号科学衛星（EXOS一 る。

D）をM－3SH－4号機で打ち上 （

’

げた。

@元年度に第13号科学衛星（MUSES
一A）をM－3sn－5号機で打ち
上げた。

一

3年度に第14号科学衛星（SOLAR
一A）をM－3SI－6号機で打ち
上げた。

M－V型の開発に地上燃焼試験
、

設備の設計製作に着手した。

、

，

一

P

隻

♂

ギ
嚇

　

㌃

’

、

黒
糸

＿＿爲
駒

　　

@　

@　

@　

ｰ
慌

（人工衛星及びロケットの打上げ施設）

開発項目：種子島宇宙センター施設設備の整備
、

研究機関名越：宇宙開発事業団 「

・　　　　年度

@予算額
昭和60～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画 ㌔　　　最　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

52，646，333 9，724，486 6㌶500，541
レンジコント，ロール系及

ﾑレーダテレメータ系の
{設設備

①各衛星シミュレータの整備を行
ﾁた。
A各衛星の追跡管制に必要な設備
ﾌ整備を行った。

①GMS－5及びETS－VIシ
~ュレータの整備を行った。

AGMS－5及びERS－1の
ﾇ跡管制に必要な設備の整備を

①ETS－V［のシミュレータの
ｮ備を行う。

AGMS－5及びETS－V［の
ﾇ跡管制に必要な設備の整備を

　各衛星にシミュレータ及び追跡
ﾇ制に必要な設備並びに、射場点
沁謌ｵ設備の整備を行う。

’

③各衛星の射場整備作業に必要な
ﾋ場点検取扱設備の整備を行った。

行った。　・　　　　　　　・
BERS－1の射場点検取扱設
�ﾌ整備を行った。

行う。

B大型衛星の射場作業に必要と
ﾈる衛星系射場点検取扱設備の ’　　　F

‘
④大型衛星の射場作業に必要と 整備を行う。 「

ノ なる衛星系射場点検取扱設備の ④レーダテレメータ系及び試験
、 整備を行った。 系の施設設備の整備（含：更新

　‘m
等）を行う。

H－1ロケット打上げ射
_施設設備

@　、@　　r

①ステージ燃焼試験の整備を行っ
ｽ。

AH－1ロケット射点設備、射場
_検設備、発射管制設備の整備を
sった。
BH－IIロケット射点施設の整備
�sった。

①H－Eロケット射点設備、射
齠_検設備、射場システムの整
���ｫ続き行った。
AH－IIロケット射点施設の整
���ｫ続き行った。
B共通施設設備の整備を行った。

①H－Eロケット射点設備、射
齠_検設備、射場システムの整
���ｫ続き行う。
AH－Hロケット射点施設の整
���ｫ続き行う。
B共通施設設備の整備を行う。　　　　　　　　　　F

　H－1ロケット射点設備、射場
_検設備等の整備が終了した後、
ﾋ場系設備等の更新を行っていく。

’

‘　　　　　　　　　　　　　　　　グ
④共通施設設備の整備を行った。

，
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／
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気＼、一蹴　∴∵1壬歯続こ・ぎ　　‘

　　　　　、

一60一

（人工衛星及びロケヅトの打上げ施設）

ノ

、　　　　

開・発項目；宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所内の既設の諸施設 （施設の整備）　　・
、

研究機関名四：文部省宇宙科学研究所
’

　　　年度

¥算額
～平成2年度実績

@　　　　　　　　，

平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　　目　標 ノ備　　　考

（千円） 辱

事項
発射管制設備

｝

　科学衛星及びM系ロケットの打
繧ｰ施設として、既設の諸施設の

電気系地上支援設備
倒

整備を行う。

整備塔・ランチャー f

「

コンテナ吊具台重
、

中

一

、

，

、

噂　　　　　　ハ

昏
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研究項目：その他の施設 －

研究機関名四：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

年度 ～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

予算額 ⑮　　　1，　4　3　2，　2　6　7 ⑯　1，171，110 ㊨　1，628，699 最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　　（千円）

1，299，559 1，272，318 1，9518，654

ラムジェットエンジン試
ｱ設備の整備等

ﾋ　　囲

　広範な極超音速領域で極めて高い性能を有するラム／スクラムジ

Fットエンジン技術を確立するた
ﾟに必要不可欠な、地上で高空の
ﾉ超音速飛行環境を再現できるラ
?Wェットエンジン試験設備につ
｢て、極超音速空気流を発生させ
驍ｽめに必要な高温空気系及び供
資ﾌ系装置の整備に着手した。ま
ｽ、併せてこれらの設備を設置す
驍ｽめのラムジェットエンジン試
ｱ棟の建設に着手した。

　前年度に引き続き高温空気系
葡u及び供試体系装置の整備を
iめるとともに、計測制御装置
ﾌ整備に着手した。また、これ
轤ﾌ設備を設置するためのラム
Wェットエンジン試験棟の建設
�O年度に引き続き進めるとと
烽ﾉ、新たに計測制御棟の整備
�sい、建屋関連工事を完了し
ｽ。

　ラムジェットエンジン試験用
ﾌ高温空気系装置については、
R焼加熱器の整備を引き続き進
ﾟるとともに新たにノズル（M
U、M8用）の整備に着手する。
沁資ﾌ系装置については、エン
Wン用燃料供給装置の整備を引
ｫ続き進めるとともに推力測定
葡uについて整備に着手する。
ｳらに計測制御装置、連続ラム
R焼試験用の高温空気系装置の
ｮ備を前年度に引き続き進める。

　宇宙往還機用ラム／スクラムジ
Fットエンジンの研究開発試験に
s可欠なサブスケールサイズエン
Wンの高空性能試験を可能とする
宴?Wェットエンジン試験設備を
ｮ備する。　一

極超音速風洞大型化整備
凵@　　　r　　　〆　　　　　　　　r

　宇宙往還機の空力技術の研究開
ｭに対応するため、国外の大型極
ｴ音速風洞の動向と我が国の航空
F宙産業界の意向を踏まえ、大型
ｻすべき極超音速風洞の規模と構
ｬについて調査を行った。

　スペースプレーン、H－1
鴻Pット打上げ型有翼回収機
iHOPE）等の極超音速環境下にお
ｯる熱・空力性能の試験研究設
�ﾆする極超音速風洞大型化整
�ﾉついて、風洞本体の性能を
?閧ｷる基幹部である高温高圧
z管、ノズルの製作に着手する

　前年度に引き続き高温高圧配
ﾇ、ノズル、高圧貯気槽の整備
�iめるとともに、新たに測定
ｺ、拡散筒～冷却器、燃焼ガス
oーナ（更新）、運転制御シス
eム装置等の整備に着手する。
ﾜた、既設設備の撤去、移設、
?Cを進めるとともに、極超音

　HOPE等宇宙往：還機の研究開
ｭ試験に必要な直径1．2rnの測
阨狽�Lする極超音速風洞を整備
ｷる。

，

とともに、高圧空気貯気槽の更
Vを行った。また、大型化整備
ﾉ伴う関連工事として屋外二次

速風洞建屋の増築に着手する。

』

’

受変電設備の移設工事を行った。　　　　　　’ ＼
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（人工衛星の追跡等に必要な施設）

開発項目：宇宙運用・データシステムくSODS）
、 　　　　　、 ，

研究機関名等：宇宙開発事業団

　　　　年度　　　；

¥算額
昭和62～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
（千円）

事項 972，168 1，860，281 340，586
宇宙運用・データシステ

?iSODS）等
①全体システムの設計を行った。
Aネットワーク管制設備の予備設
v及び詳細設計を行った。
Bネットワーク管制設備の周回衛
ｯ対応部分の開発を行った。
C地球局設備の周回衛星対応部分
ﾌ機能付加を行った。

①全体システムの開発管理及び
]価を行った。
Aネットワーク管制設備の周回
q星対応部分の総合調整及び静
~衛星対応部分の開発を行った。
B地球局設備の周回衛星対応部
ｪの総合調整及び静止衛星対応

　　　鉦@全体システムの開発管理及び
]価を行う。
Aネットワーク管制設備の静止
q星対応部分の開発及び総合調
ｮを行う。
B地球局設備の静止衛星対応部
ｪの開発及び総合調整を行う。

　H－1ロケットにより打ち上げ
轤黷髑蛹^衛星及び複数衛星同時
ﾅ上げ等に対処するとともに、将
?ﾌ宇宙活動に必要となる追跡管
ｧ、運用及びデータ通信を効率的

部分の開発を行った。 つ。

④海外追跡管制局の調査を行っ
ｽ。
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轡 ⑳

（人工衛星の追跡等に必要な施設）

、

開 発項目：科学衛星のデ十三取得、制御等に必要な施設 （施設の整備）
L

！

研究機関三等：文部省宇宙科学研究所
’

・　　　年度

@予算額
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　（千円）
㌧　　ぐ

臼田宇宙空間観測所
噛

科学衛星のデータ取得、制御等
ﾉ必要な研究施設の整備を行う。

鹿児島宇宙空間観測所
－

宇宙科学資料解析センター
遭
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（その他の施策）

／

欄発項目；ロケット打上げサービス産業動向調査

研究機関名四：通商産業省機械情報産業局 ，

年度 ～平成2年度実績
、

平成3年度実績 平成4年度計画
予算額 最　終　　目　標 備　　　考

（千円）

事項 8，740
ロケットの商業打上げを
ﾂ能とする制度の研究

　ロケット商業打上げの体制の
ｮ備として必要な国内制度の整
�ﾉ向けた具体的な検討に着手

　国産ロケットの開発の進展に伴い可能となりっっあるロケット商

ﾆ打上げに向けて、打上げに関す
炉

する。 る損害賠償責任の在り方、打上げ
保険制度の在り方、打上げ射場の
確保等について検討する。
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開発項目：国際宇宙年（1 SY）活動の実施
皆

研究機関三等：科学技術庁研究開発局

ヤ　　　　年度そ　予算額

@　　　く千円）

～平成2年度実績 一　平成3年度実績 平成4年度計画
　　　　　r

ﾅ　終　　目　標 備　　　考

事項 5，240 5，486 17，913

　国際宇宙年（ISY）活動
ﾌ実施

・第4回SAFISYへ参加。・プレ・アジア太平洋ISY会

cを開催。

@　　　‘

・欧州ISY会議へ参加。｛・第5回SAFISYへ参加予

@定。・ワールド・スペース・コング

@レスへ参加予定。・アジア太平洋ISY会議開催

・国際協力の下、人工衛星を用い
ｽ地球観測を推進し、地球科
w、地球環境問題への貢献を図
驕B・青少年を中心に一般国民への宇

?J発活動についての教育普及

チ

予定。　　　　　　　　・
Eその他、教育普及活動の推進、

を行う。

国際会議参加予定。
、
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（その他の施策）

開発項目：国際宇宙年（1

研究機関名等：郵政省通信政策局

　　　　年度

¥算額
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 ’備　　　考

　　　　　　　（千円）
0 0 579

ISY活動の一環として、通 アジア地域の国々に対して宇宙

信総合研究所（CRL）、宇宙 通信の技術及び利用の普及、啓蒙 「

開発事業団、電気通信大学、東 を図る。
’ 北大学の4機関他が協力して、

ノ アジア地域を対象にETS－V
を利用した簡易なネットワーク
を用いて、国際宇宙年宇宙機関

会議（SAFISY）教育・普
及パネル活動のISY関連プロ
ジェクトに参加する。
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科学の分野1
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く科学の分野）

開発項目：天文系科学観測衛星シリーズ （研究）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
一

　　　　年度｝　予算額

～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
最　終　目　標 備　　　考、

町

（千円）

事’項
、⊃

X線望遠鏡（高エネルギー分解能） 　物理学の基本法則や宇宙の生成、
i化に関する諸天体現象の研究を
sうため、各種宇宙放射線の観測

　　　　　　　　「ﾔ外線望遠鏡等 に必要な技術等の研究を行い、解
ｾに資する。
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（科学の分野）

開発項目：地球周辺科学観測衛星シリーズ 　　／i研究）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

　　　年度

¥算額
～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
、　　　　（千円）

事項

ATRエンジン
　太陽・地球間の諸物理現象を解
ｾし、地球環境の推移に関する研

姿勢制御技術等
剛　　　　　　　　F 究を行うため、高層大気、電離層、

･気圏プラズマ等の構造の観測や

「

“
それらに関する実験に必要な技術
凾ﾌ研究を行う。
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（科学の分野）

開発項目：月・惑星探査シリーズ （研究）
、

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

　　　　年度華　予算額 　
～
平
成
2
年
度
実
績
　
・
r 平成3年度実績

　　　　　　　、

ｽ成4年度計画 最　終　　目　標 備　　　考
（千円）

事項
大気圏再突入技術

yネトレータ（月震計、熱
ｬ量計内蔵）

、
》

　惑星間空間の諸物理現象や月・
f星及びそれらの大気などの生成、
i化過程の研究を行うため、各種
ﾌ観測技術、機器等の研究を行うQ

スウィングバイ航法等 ’
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